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資料４－１



放送用周波数は有効利用されている

2
放送サービスの未来像を見据えた周波数有効活用に関する検討分科会，
第1回資料1-6「放送用周波数割当の現状」より引用



さらなる有効利用への
期待に応えるには

• 混信保護基準の再検証

• ホワイトスペースの利用促進

⇒現状と課題の整理
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地上波による4K/8K放送への道

4
放送サービスの未来像を見据えた周波数有効活用に関する検討分科会，
第1回資料1-6「放送用周波数割当の現状」より引用

技術は着実に進歩し実現可能性が広がりつつある



周波数帯域の確保
• すでに現行の2K放送は割り当てられた帯域
を目一杯使用している

• ロードマップでは 4K/8K地上放送は想定せず
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4K・8K推進のためのロードマップ

4K8Kの政策 －4K放送・8K放送の推進－
http://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/housou_suishin/4k8k_suishin/policy.htmlより引用

http://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/housou_suishin/4k8k_suishin/policy.html


混信保護基準

• 同一周波数・隣接周波数を使用する放送局
間の干渉（SFNの長遅延を含む）

• 基準が厳しいほど離隔距離が必要
⇒空間的な利用効率の低下
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＜混信保護＞ 【電波法関係審査基準 別紙１ 第２ 放送局 １（５）】



混信の保護

• 同一チャンネル間の混信

–エリア端での混信は到来方向が異なる場合が大
半⇒アンテナ指向性による改善効果は？

–通信で用いられる干渉キャンセラも理論的には
実装可能

7

放送局A
放送局B

Bにアンテナを向けると
Aの信号は弱くなる



混信の保護

• 隣接チャンネル間の混信

–一部は受信機性能に依存
（非線形性による隣接チャンネル漏洩など）

–受信機性能の向上が考慮されていない
⇒ 受信機の技術基準の必要性
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周波数

送信信号スペクトル

受信信号スペクトル（等価ベースバンド）

n ch N+1 chN-1 ch



混信保護基準の再検討

現在の地上デジタル放送では割り当てられた
周波数を現在の保護基準の中でフル活用

4K/8K対応のための新たなチャンネルが
リパックに（チャンネルの移動）より確保可能？

注）新しい周波数帯を確保せず4K対応する方策も検討中

– LDMや偏波MIMO ⇒この次の発表
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（安全側に立ったマージンの設定）

干渉保護基準の再検討



TVホワイトスペース
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放送サービスの未来像を見据えた周波数有効活用に関する検討分科会，
第1回資料1-6「放送用周波数割当の現状」より引用



TVホワイトスペースの利用（国内）
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• 総務省ホワイトスペース推進会議「ホワイトスペース利用システム
の共用方針」（2012年1月）

• 総務省ホワイトスペース推進会議ホワイトスペース利用作業班
「ホワイトスペース利用システムの運用調整の仕組み最終とりまと
め」 （2013年1月）
– 特定ラジオマイク，エリア放送，その他

• 「ＴＶホワイトスペース利用システム運用調整連絡会」設立（2013年
1月）
– テレビ放送，特定ラジオマイク，エリア放送

• 「ＴＶホワイトスペース等利用システム運用調整協議会」へ移行
（2014年3月，高田は副会長を務める）
– TVホワイトスペース，1.2/2.3GHz帯（FPUとラジオマイク）の運用調整
– 運用調整に必要な経費は登録費（会費）および運用費（利用料）と
して徴収

– 月50,000件を超える運用実績



ホワイトスペース利用システムの
共用方針

• 割り当て上の優先順位

特定ラジオマイクは他周波帯（一次業務）からの移行
⇒放送に影響を与えない範囲で継続的利用を確保

• 免許制
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1 地上テレビジョン放送

2 特定ラジオマイク

3 エリア放送型システム
その他のホワイトスペース利用システム



運用調整協議会による
ホワイトスペースの運用調整
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TVホワイトスペース等利用システム運用調整協議会「調整システム概要」
https://www.rf-unyo.jp/home/?page_id=1155より引用

【システムの利用形態】

• 一般会員はインターネットを利用して運用情報
の随時閲覧や登録が可能

• 特定ラジオマイク運用調整機構の会員は同機構
の事務所経由で登録が可能

• 運用調整コンピュータシステムは運用調整の
必要性を自動判定

• 運用調整が必要と判定された利用者には調整
依頼のメールが送付

https://www.rf-unyo.jp/home/?page_id=1155


ホワイトスペースの運用基準

放送波と干渉しないチャンネルのリストを
総務省がWebで公表

• 特定ラジオマイク

– TVホワイトスペースチャンネルリスト

• エリア放送

–チャンネルスペースマップ
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米国における
TVホワイトスペースの利用

• 免許不要局が利用可能なチャンネルのデータ
ベースの運用主体としてFCCが9社を承認
（2011年2月）

– 市場競争によってデータベースの開発を進める方針

• データベースは位置情報に対して利用できる
空きチャンネル情報を提供

• 利用者はデータベースから空きチャンネルの
リストを取得しそのチャンネル内でのみ通信を
行う義務

16謝辞：マルチメディア振興センター飯塚様より資料提供頂きました



TVホワイトスペースに期待されている
応用分野

この分野の研究・国際標準化では
情報通信研究機構が世界最先端

• ルーラルブロードバンド IEEE 802.22

• 無線LAN IEEE 802.11af

• センサネットワーク IEEE 802.15.4m

• 移動通信 LTE

⇒米国の法規制に準拠，
日本では実験試験局以外で運用できず
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TVホワイトスペースの
高度化に向けた課題

• 共用条件

• ブースタ障害

• 移動する送信機

• データベースのビジネスモデル

• ニーズの具体化
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課題1：共用条件

• 異なるシステムによる周波数の二次利用
（ホワイトスペース）

• 現在は放送波の電界強度と無関係に受信機雑
音の 1/10 以下と規定～ITU-R に準拠

• 強電界地域ではもっと大きな電力でも原理的に
は共用可能
～受信特性は放送と二次利用の電力比で決定

もしも共用促進が必要であれば
共用条件の見直しが必要 19



課題2：ブースター障害
• 送信機近傍ブースターに定格を超える入力
⇒全チャンネルが受信不能
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放送サービスの未来像を見据えた周波数有効活用に
関する検討分科会，第1回資料1-6「放送用周波数
割当の現状」より引用

総務省，エリア放送参入マニュアル，参考資料2「書類の様
式・記載例」より引用



課題3：移動する送信機

混信レベルが時間変化

• 正確な位置の検出と与干渉エリアの推定

• 与干渉が発生した際に即座に停止する仕組
み

–技術

–制度
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課題4：データベースのビジネルモデル

現行

• 免許制

• 運用調整協議会に加入義務
～利用に応じた負担

免許不要局を認める場合

• 運用・責任の主体は？

• 費用負担の仕組みは？
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課題5：ニーズの具体化

単に周波数帯域を開放すればよい訳ではない

• 無線通信サービスの形態によって干渉発生の
仕組みは大きく異なる

• ホワイトスペースの需要と供給のバランス
– 周波数が逼迫している地域では
ホワイトスペースも少ない

• ハードウェアの供給
– 供給メーカーはあるか？～国際標準で動くか？

– 国内産業に貢献するか？～競争戦略の観点

– 周波数が低いデメリット：アンテナの大きさ
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TVホワイトスペースの高度利用に
向けた研究開発の必要性

• 技術と制度の相互協力が必要不可欠
– 制度は米国・英国がリード

– 日本固有の制度とサービス
～米英との互換性は低い
⇒国際標準足り得るか？

• 装置開発は進んでいる（情報通信研究機構）

• 制度およびステークホルダーを意識した
研究開発が必要不可欠
– 従来の電波利用の枠組みを超える一方
技術論抜きの制度設計は不可能
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